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 論文審査の結果の要旨
 東アジア諸国では米穀種子に対する虫害,微生物害が著しいといわれ,わが国でも米穀の約
 10%はその貯蔵中に虫害や微生物害によって減損することが知られている。とくに,夏期にお
 ける糸状菌類の増飛が米穀の晶質低下にかかわることが指摘されていて,貯蔵期間中の米穀種
 子の生理状態や貯蔵庫中の温湿度環境と微生物の増殖状況の調査研究が要望されていた。本研
 究はこの課題に答えて貯蔵庫という環境下で米穀がどのような生理活挫を示しているかを主軸
 にして,その活性が低下すると糸状菌類の増殖が著しくなる現象をとらえて,米穀と貯蔵環境,
 微生物環境との相互関係を明らかにしたものである。その結果の概要をみると,貯蔵初めの米
 穀は生理活性が高くその発芽率はほぼ鎗0%であり,糸状菌類に対する抵抗力が強い。貯蔵中に
 米穀の含水量は低下し,また殺菌のための薬剤くん蒸によって,貯蔵庫中の米穀の生理活性は
 低下し微生物や虫の侵害を容易にする。この経過を,米穀の呼吸,発芽勢,微生物類の動態と
 して長期間にわたって解析した。まず貯蔵環境と微生物との関係をみると,米穀の殆んどは15%
 以上の含水量をもっているので米穀上での微生物類の増殖がある。そのうち細菌類は貯蔵初期
 から翌年春頃までに多いがそのあと減少する。酵母類は穀温が10℃近くの5月と20℃近くの7
 月頃に増殖が著しいが,糸状菌の増殖が穀湯20℃頃からみえるようになると,酵母類は減少し,
 糸状菌類の旺盛な増殖がみられ穀温30℃ぐらいまで続く。優占する糸状菌はASpergiiiαsver-
 sicoler,A.c艶v捕er1,Penlci111t王mher騨el,P.Rot&tu鶏の順で季節を経過する。そして,これ
 ら主な糸状菌の胞子がi5℃で関係湿度80%でよく発芽し,またその浸透圧の高いこともみてい
 る。米穀の呼吸量は含水量14・5%以上になると急激に増加し,夏期の米穀含水量が15～i7%に
 なれば呼吸による米穀乾物重量が相当量減少することを指摘している。たとえば,6月から憩
 月までの5ヶ月間の呼吸量は年間総呼吸量のほぼ90%にもなるという。呼吸に直接関係する穀
 温についてみると,同一穀物でも米穀の履歴(たとえば生理機能の低下など/と,着生糸状菌類
 の増殖状況によって呼吸量に大差のあることが明かにされている。つまり,夏期前半は主とし
 て米穀自体の呼吸により,後半は主として糸状菌類の呼眼による乾物量変化のあることが明確
 になった。本論文の後半は,発芽率が0%に近いいわゆる2年米の貯蔵中における呼吸量灘定
 の結果が記され,その殆んどの呼吸量は糸状菌(着生した)類によるものであること,そして一
 年米の約2倍の呼吸量であったことを指摘している。ついで,小麦の貯蔵中における呼吸量,
 発芽率,糸状菌類増殖の変化などの研究結果が記されている。小麦の場合は米穀に比べて生理
 活性が蕩く糸状菌類の讐生が少いので,年間呼吸量に占める微生物の呼吸量の割合が少かった
 ことを指摘している。以上のように,米穀の貯蔵条件下での生理活性と環境,生物環境との関
 係を明確にした論文内容である。これらの成果は,一般植物種子の生理生態学的既究結果とし
 て優秀であるばかりでなく,応馬面にも広く貢献するものであって貴重である。よって,本論
 文著者は自立して研究するのに十分な学力と能力のあることを示し,本論文が理学博士の学位
 論文として合格であることを認める。
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